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幼・保・小・中一貫教育プロジェクト 

産業まつりを開催 

新庁舎建設スケジュール 
新庁舎の建設時期などの予定を紹介します。皆さんの意見をホームページ
で募集中です。 

小学生と中学生がシンガポール、カナダで体験してきたことを報告会で発
表しました。 

１１月１７日、１８日に開催します。楽しいイベントが盛りだくさんです。 

y

!4

秋の火災予防運動 
１１月９日～１５日が運動期間になります。火気の取り扱いには注意しましょう。 

w

i

「第６４回町民体育祭レクリエーション大会」が１０月７日、阿久比中学校運動場で行われました。総合優勝を目指し２３地区の代表選手は、得点種
目の各競技で手に汗握る熱戦を繰り広げました。結果は、３ページ「まちの話題」をご覧ください。 

11月1日号 
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広報あぐい　２０１２年１１月１日号

　現在、敷地内の現地測量と免震構造の基礎データとなる地質ボーリング調査を
終え、寄せられた意見とプロポーザルで提案された設計案を参考に「阿久比町新
庁舎建設基本設計案」（以下「基本設計案」）の策定を行っています。「基本設計
案」は、平成２５年１月ごろに公開し、パブリックコメント（意見募集）を実施す
る予定です。
　新庁舎は、中央公民館南館が建っている場所に建設予定です。来年度に行う
「町制６０周年記念式典」が終了した平成２５年１２月ごろ、中央公民館南館の解体工
事に着手します。このため、南館の一般利用は平成２５年９月ごろまで、町営プー
ルの一般開放は平成２５年８月末までとなります。
　平成２５年１２月から工事が始まると、駐車場の一部が終日利用できなくなり、来庁者に不便をお掛けすることにな
ります。また、駐車場を利用した菊花展など各種イベントも、工事期間中は敷地内で開催できなくなります。町民
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　新庁舎の建設工事期間は約１８カ月を予定しており、完成は平成２７年秋ごろを予定しています。新庁舎完成後に、
現庁舎と町営プールなどを解体し、多目的ホールの建設と駐車場整備などの外構工事を行います。全体の完成は平
成２８年度末を予定しています。
　なお、このスケジュールは平成２４年１０月現在のもので、採用する構造や工法などで変更となる場合があります。
　
　基本方針の考え方、配置計画案、全体スケジュールについては、引き続き、町民皆さんの意見をホームページ
（http://www.town.agui.lg.jp/ka/choshakihonsekkei.html）で受け付けています。お寄せいただいた意見は「基
本設計案」策定の参考にさせていただきます。（意見については、非公開扱いで回答をしません。ご了承ください。）
□問い合わせ先　検査財政課管財係　�（４８）１１１１（内２３２）

２０１７年２０１６年２０１５年２０１４年２０１３年２０１２年

平成２８年度平成２７年度平成２６年度平成２５年度平成２４年度

１月１０月７月４月１月１０月７月４月１月１０月７月４月１月１０月７月４月１月１０月７月４月

基　本　設　計基本設計

◎「基本設計案」
　パブリックコメント

パブリックコメント

実　施　設　計実施設計

建築確認申請などの
許可申請

確認申請など

南館
解体工事

◎５月 
　上下水道課が本
庁舎に移転しま
す。

中央公民館 
南館解体工事

◎平成２５年秋に予定される町制６０周年記念事業の終了後、南館解体工事に着手します。南館の一般利用は平成２５年９月ごろまで
中央公民館 
南館の利用

新庁舎建設Ⅱ期工事　
（約９カ月）

多目的ホールを建設します

新庁舎建設Ⅰ期工事　（約１８カ月） 
庁舎棟を建設します

新庁舎建設工事 
　（Ⅰ期：庁舎） 
　（Ⅱ期：ホール）

現庁舎の利用は平成２７年秋ごろまで現庁舎の利用

◎ 平成 ２８ 年秋～ ２９ 年
冬ごろ多目的ホール
供用開始

◎平成 ２７ 年 秋
ごろ新庁舎
供用開始

◎新庁舎が完成するまで、現庁舎で通常業務を行い
ます。 
　期間中は、来庁される方の安全を確保しながら、
隣接する現場で工事を行います。

新しい施設の 
供用開始予定時期

現庁舎 
町営プール 
解体工事

◎平成２５年秋～ 
　南館の解体と同時にプール更衣室を解体します。 
　町営プールの一般開放はできなくなります。

町営プールの一般開放は平成２５年８月まで
現庁舎解体工事 
町営プール解体工事

外　構　工　事 
（敷地内の駐車場整備など）

◎工事が始まると、駐車場の一部が終日利用できなくなります。 
　工事期間中に、敷地内で各種イベントの開催はできなくなります。

駐車場整備など 
外構整備工事

▲
▲

▲

全体スケジュール（平成２４年１０月現在）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体ススススススススススススススススススススケケケケケケケケケケケケケケケケケケケケジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジュュュュュュュュュュュュュュュュュュュューーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルル　「阿久比町新庁舎建設」全体スケジュール
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成（平成２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００００００００２４年１０月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月現現現現現現現現現現現現現現現現現現現現在在在在在在在在在在在在在在在在在在在在））））））））））））））））））））ををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせししししししししししししししししししししまままままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすすすすす月現在）をお知らせします　

このスケジュールは、採用する構造や工法などにより、変更となる場合があります。
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競
技
開
始
前
に
は
体
育
協
会
表
彰
が
あ

り
、
十
二
の
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
各
種
大
会
の

成
績
優
秀
者
や
功
労
者
で
す
。

　

今
年
の
選
手
宣
誓
は
、「
陽
な
た
の
丘
」

地
区
の
平
野
舜
也
君
と
児
玉
一
輝
君
。
二

人
は
力
い
っ
ぱ
い
元
気
な
声
で
、
大
会
で

の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

陽
な
た
の
丘
は
今
年
、
地
区
対
抗
の
得

点
種
目
へ
初
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
自

由
参
加
競
技
の
み
参
加
だ
っ
た
昨
年
と
違

い
、
地
区
の
代
表
選
手
た
ち
は
、
得
点
種

目
で
他
の
二
十
二
地
区
と
競
い
合
っ
て
い

ま
し
た
。

　

作
戦
リ
レ
ー
、
玉
入
れ
、
大
縄
跳
び
、

千
メ
ー
ト
ル
混
合
リ
レ
ー
の
各
競
技
に
よ

る
得
点
で
競
う
地
区
対
抗
戦
。
各
地
区
の

趣
向
を
凝
ら
し
た
応
援
に
応
え
る
よ
う
に

全
力
で
競
い
合
う
選
手
た
ち
。
そ
の
結
果
、

町
内
二
十
三
地
区
の
中
か
ら
優
勝
に
輝
い

た
の
は
、
白
沢
台
地
区
で
し
た
。
開
会
式

で
返
還
し
た
優
勝
旗
が
、
閉
会
式
で
再
び

大
会
会
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
総
合
順
位
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
優
勝　

白
沢
台
地
区
▽
準
優
勝　

宮
津

山
田
地
区
▽
第
三
位　

白
沢
地
区
▽
第
四

位　

宮
津
団
地
地
区
▽
第
五
位　

草
木
地

区
▽
第
六
位　

阿
久
比
地
区

　
「
第
六
十
四
回
町
民
体
育
祭
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
十
月
七
日
、
阿
久
比
中
学
校

運
動
場
で
あ
り
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
、
参
加
し
た
多
く
の
皆
さ
ん
は
、
地

区
対
抗
の
得
点
種
目
に
全
力
で
取
り
組
ん
だ
り
、自
由
参
加
競
技
を
楽
し
ん
だ
り
し
ま
し
た
。
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　政策協働課�（４８）１１１１（内３０３）

●ちびっこ警察官たちが啓発活動

啓発活動中の子どもたち

秋の安全なまちづくり県民運動（１０月１１日～２０日）
期間中の１０月１４日（日）に、アピタ阿久比店で防犯キャ
ンペーンを実施しました。参加したのは、南部小学校
防犯少年団の「コノハキッズ」、北原保育園園児、阿
久比町安全で住みよいまちづくり推進協議会委員、半
田警察署署員など約４０人でした。
ちびっこ警察官となった園児やコノハキッズの児童
たちは、出入り口で来店者に「外出するときには鍵を
かけてください」など積極的に呼び掛けるとともに、
啓発物品を配りました。

●戦没者を追悼

追悼の言葉を述べる竹内会長

平成２４年度阿久比町戦没者追悼式を１０月３日に勤労
福祉センター（エスペランス丸山）で開きました。遺
族など約９０人が出席し、太平洋戦争で亡くなった２３８
人の戦没者を追悼しました。
式では、町長と遺族会長の竹内義則さん（草木）が

「終戦から６７年が経過しました。私たちは、今の平和
は尊い犠牲があって成り立っていることを忘れてはな
りません」「戦争の悲惨さと平和の尊さを次の世代へ
と語り継ぐことを誓います」と追悼の言葉を述べまし
た。その後、参列者が献花台に一本ずつ菊の花をささ
げ、戦没者の冥福を祈りました。

●自分たちで植えた稲を刈る

稲刈りをする南部小児童

小学生が米作り学習で植えた苗が立派に育ちました。
きれいに実った自分たちの稲を、子どもたちは慣れな
い手つきで鎌を使って、うれしそうに刈り取りました。
草木小学校の４年生、５年生の児童が１０月５日、小
学校近くの田んぼで稲刈りをしました。５月２５日に田
植えをしてからおよそ４カ月。育てた穂には、もち米
が多く実っていました。
１０月１５日には、南部小学校の５年生児童が小学校近
くの田んぼで稲刈り。６月８日に田植えをしたので、
こちらも収穫までの期間はおよそ４カ月。「祭り晴」
のお米がたくさんとれました。

●あぐぴっぴ運動会は大盛況

ゴールを目指し駆ける子どもたち

子育て支援センター“あぐぴっぴ”の運動会が、１０
月１０日～１２日にスポーツ村陸上競技場で行われました。
３日とも晴天に恵まれ、町内だけでなく近隣市町から
も多くの人が訪れ、グラウンドは親子連れなどでにぎ
わいました。
広々とした芝生の上に点在するさまざまな遊具に、

子どもたちは挑戦。玉入れやトンネルくぐりなどがで
きた子は、シールのある中央のテントへ。台紙に貼る
と、うれしそうに次の遊具へと向かっていきました。
最後はみんなで駆けっこをして、元気いっぱいにト
ラックを走り抜けました。
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１９３ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０で確認してください。最新の
メッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも

　地震発生時の家具の転倒による死亡・負傷な
どを減らすため、対象となる家庭の家具転倒防
止金具を無償で取り付けます。
　一世帯４点まで（洋服ダンスなど）となり、
費用は町が負担します。
□対象となる世帯
　次のいずれかに該当し、町内に住所を有して
いて取り付けを希望する世帯とします。
①　満６５歳以上の高齢者のみで構成される世帯
②　身体障害者手帳３級以上の方が属する世帯
③　精神障害者保健福祉手帳３級以上の方が属
する世帯

④　療育手帳Ｂ判定以上の方が属する世帯
⑤　母子世帯で義務教育就学中または就学以前
の子供が属する世帯（義務教育終了後の子ど
もがいる場合は対象外）

⑥　愛知県特定疾患医療給付を受給している方
のうち、重症患者の認定を受けている方が属
する世帯

⑦　①～⑥に準ずる世帯で、障害者手帳などの
交付を受けていないが、税法上の特別障害者
控除に該当する方が属する世帯

□問い合わせ先　防災交通課防災係
　�（４８）１１１１（内２０８）

　

町
で
は
今
回
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備

え
と
し
て
、
社
会
福
祉
法
人
一
期
一
会
福

祉
会
と
一
般
財
団
法
人
中
部
電
気
保
安
協

会
名
古
屋
支
店
と
の
間
で
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
、
こ
れ
か
ら
も
各
団
体
な
ど
と
協
力

し
て
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

九
月
二
十
五
日
に
、
一
期
一
会
福
祉
会

と
の
間
で
締
結
し
た
協
定
は
、
福
祉
避
難

所
設
置
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
生
活
に
特
別
な

配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る
方
た
ち
の
避
難
所

（
福
祉
避
難
所
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
阿
久
比
一
期
一
会
荘

な
ど
を
福
祉
避
難
所
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
期

一
会
福
祉
会
の
臼
井
和
香
奈
理
事
長
と
町

長
が
協
定
書
に
署
名
し
、
締
結
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
が
安
全
安
心
に
避
難
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、
町
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の

法
人
、
社
会
福
祉
施
設
と
連
携
で
き
る
よ

う
に
、
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
中
部
電
気
保
安
協
会
名
古
屋
支

店
と
十
月
二
日
に
締
結
し
た
協
定
は
、
電

気
の
保
安
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　

災
害
時
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
あ
る
い

は
避
難
所
と
し
て
機
能
維
持
が
強
く
求
め

ら
れ
る
町
の
施
設
で
は
、
非
常
時
の
電
気

使
用
は
重
要
な
問
題
で
す
。
こ
の
協
定
で
、

こ
れ
ら
町
の
施
設
を
重
点
施
設
と
し
て
、

災
害
発
生
後
に
は
積
極
的
な
支
援
が
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
部
電
気

保
安
協
会
名
古
屋
支
店
の
武
藤
陽
一
支
店

長
と
町
長
が
署
名
し
た
協
定
書
に
よ
り
、

電
気
設
備
の
保
安
と
電
気
使
用
の
安
全
確

保
な
ど
に
つ
い
て
、
い
っ
そ
う
の
機
能
強

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
各
種
団
体
な
ど

と
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
連
携
し
て
、
災

害
時
の
備
え
を
強
化
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
常

日
頃
か
ら
、
各
家
庭
で
で
き
る
災
害
へ
の

備
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
協
定
を
締
結

臼井理事長（右）

武藤支店長（右）

家具転倒防止金具
取り付け申し込みは
１１月３０日までです
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◆
建
物
火
災
件
数
は
昨
年
よ
り
増
加

　

知
多
中
部
管
内
（
半
田
市
、
阿
久
比
町
、

武
豊
町
、
東
浦
町
）
で
は
、
平
成
二
十
四

年
八
月
末
ま
で
に
六
十
件
の
火
災
が
発
生

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
三
十
件
が
建
物
火

災
で
す
。
昨
年
の
同
じ
時
期
と
比
較
す
る

と
建
物
火
災
は
五
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

出
火
原
因
で
は
、「
た
ば
こ
」
が
最
も
多

く
、
続
い
て
「
放
火
（
疑
い
を
含
む
）」・

「
こ
ん
ろ
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

死
傷
者
数
は
、
建
物
火
災
に
よ
り
一
人

が
死
亡
、
七
人
が
負
傷
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

少
し
の
油
断
か
ら
火
災
は
起
き
ま
す
。

火
気
を
取
り
扱
う
時
は
、
十
分
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◆
住
宅
火
災
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　

全
国
の
火
災
統
計
か
ら
み
る
と
、
住
宅

火
災
件
数
お
よ
び
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
は
、
減
少
傾
向
で
す
。
こ
れ
は
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
普
及
が
、
火
災
の
早
期

発
見
に
役
立
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

ー　

三
つ
の
習
慣
・
四
つ
の
対
策　

ー

○
三
つ
の
習
慣

・
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

・
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

・
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

○
４
つ
の
対
策

・
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

・
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用

す
る
。

・
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

・
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

　

ま
た
平
成
二
十
三
年
中
の
死
者
数
は
千

七
十
人
で
、
そ
の
う
ち
約
七
割
は
六
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
て
い
ま
す
。
住

宅
火
災
を
防
ぎ
、
命
を
守
る
た
め
に
次
の

こ
と
を
厳
守
し
ま
し
ょ
う
。

◆
た
ば
こ
火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

全
国
火
災
件
数
で
み
る
と
、
放
火
に
次

い
で
、
た
ば
こ
に
よ
る
火
災
が
二
番
目
に

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
に
よ
る

火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
寝
た
ば
こ
や
吸
い

殻
の
不
適
切
な
処
理
が
原
因
で
す
。
大
き

な
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
日
頃
か
ら

た
ば
こ
の
処
理
や
マ
ナ
ー
を
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

◆
点
検
し
て
い
ま
す
か
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
が
正
常
に
機
能
す

る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
維
持
管
理
が

大
切
で
す
。

○
電
池
切
れ
に
注
意

　

月
に
一
度
、
点
検
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、

作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
ピ
ッ
・
・
ピ
ッ
・
・
」
と
短
い
音
が

一
定
間
隔
で
鳴
る
場
合
は
、
電
池
切
れ
の

注
意
音
で
す
。
電
池
を
交
換
す
る
か
、
本

体
を
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　

機
種
や
電
池
の
種
類
で
交
換
時
期
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
定
期
的
に
掃
除
を
し
ま
し
ょ
う

　

警
報
器
内
に
ホ
コ
リ
が
入
る
と
、
誤
作

動
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
汚
れ
て

い
る
場
合
や
ホ
コ
リ
が
溜
ま
っ
て
い
る
場

合
は
、
乾
い
た
布
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu

秋
の
火
災
予
防
運
動

火
災
予
防
運
動
 

　
　
十

　
　
十
一
月
九
日

月
九
日
（
金
）
〜
十
五
日

十
五
日
（
木
）
 

※
　
火
災
予
防
運
動
週
間
中
、
午
後
八
時
に
三
十
秒
間
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

火
災
予
防
運
動
 

　
　
十

　
　
十
一
月
九
日

月
九
日
（
金
）
〜
十
五
日

十
五
日
（
木
）
 

秋
の
火
災
予
防
運
動
 

　
　
十
一
月
九
日
（
金
）
〜
十
五
日
（
木
）

暖房器具の 
まわりは、つねに 
整理整頓を。 

�
�
�
�
��

�
	


�
�
	

�


�
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�
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�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�



広報あぐい　２０１２年１１月１日号

7

　人権に対する理解と認識を深め、差別意識の解消を図る

ための講演会を開催します。

　講話と落語による講演です。受講料は無料ですが、整理

券が必要です。

　整理券は、１１月１３日（火）から社会教育課窓口（土曜日、

日曜日、祝日は公民館窓口）で配布します。

□日　時　１２月９日（日）　午後１時３０分～午後３時

□場　所　中央公民館本館３０１号室

□講　師　落語家　露の団四郎　氏

□演　題　「お笑い人権講座」

　　　　　～思い込みと思いやり　ちょっとの違いで大きな違い～

□定　員　１００人

□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２８０）

◎高齢者の尊厳を守りましょう
　　高齢者虐待とは、「家庭で介護をして
いる人」「介護事業に従事する人」など
が高齢者に対して、心身を傷つけるよう
な言動や人権侵害を行うことです。
　　「高齢者虐待防止法」では、虐待に気
付いた人が市町村に通報する義務を定め
ています。早期発見、第三者の介入で、
虐待の深刻化を防ぐことができます。
◎介護は頑張りすぎないで
　　高齢者の介護は、想像以上に大変です。｢介護疲れ｣が介護す
る人を追いつめ、そのストレスが虐待を引き起こしてしまう場
合もあります。介護保険のサービスを利用したり息抜きをした
りして、負担を減らすことが大切です。
□問い合わせ先　地域包括支援センター　�（４８）１１１１（内３１８・３１９）

どんな事が虐待になるの？
○身体的虐待（例）殴る
○心理的虐待（例）怒鳴る
○経済的虐待
　（例）本人のお金を取る
○性的虐待
○介護放棄・放任（例）無視する

�������	
�������	�
����������	
���������
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　国際感覚を身に付けた
心豊かな子どもの育成や
国際交流を目的として、
町では「小学生海外派遣
事業」「中学生海外家庭
生活体験事業」を行って
います。この２つの事業
の合同報告会を９月２０日、
中央公民館本館で行いま
した。報告会には副町長、
町議会議員、教育委員な
どが出席し、子どもたち
は、現地で撮った写真を使って、人々との交流について発表を行いました。一人
一人が、体験した苦労や学んできた文化、楽しかった思い出など貴重な体験を報
告しました。
　小学生海外派遣事業は、「愛知県フレンドシップ継承交付金事業」の一環とし
て平成２０年から始まりました。今年から町単独予算事業となりましたが、町内４
小学校から選ばれた６年生児童１０人が、７月２４日～２９日の６日間、シンガポール
を訪れました。
　児童たちは、交流先となるフェンシャン小学校の教室が多いことに驚き、一生

海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外でででででででででででででででででででででののののののののののののののののののののの貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴貴重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重ななななななななななななななななななななな体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験ををををををををををををををををををををを報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告
－小学生海外派遣事業・中学生海外家庭生活体験事業－

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

全国へ発信 　 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

○ １２４ 

懸命授業を受けている現地児童の姿が印象に残ったようです。さらに、食文化の
違い、言葉の壁に苦労しながらも、ホストマザーやホスト
ファーザーに優しくしてもらったこと、バディーと過ごした
楽しい時間は、児童たちの忘れられない思い出です。
　５月に予定していたシンガポールのフェンシャン小学
校の児童の受け入れは、先方からの申し出で、昨年に続
き今年も中止となってしまいました。しかし、来年度以
降は、一昨年のように双方の交流を再開することを、現
地で確認してきました。
　一方、中学生海外家庭生活体験事業は、今年で回を重
ねること１８回。選抜された３年生の生徒１０人が、８月１４
日～２３日の１０日間の日程で、カナダのバンクーバーを訪
れました。
　語学学校に向かう途中で迷子になっていると親切に声
をかけてくれたこと、言葉が通じなくても身振り手振り
で一生懸命伝えたことなど、現地で多くの貴重な体験を
した生徒たち。その中で、心が通じ合う大切さを学んだ
ようです。
　どちらの事業の報告でも、海外に家族ができたこと、
将来は海外で活躍をする夢を持ったことなど、子どもた
ちが世界に視野を広げたことを感じました。
　今後、各学校で報告会を行い、海外での体験や日本と
の違いなど、現地で学んできたことを他の児童生徒に伝
えていきます。その様子は、改めてお知らせします。
□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）
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プ
ル
ー
ル
ー
ン
、
プ
ル
ー
ン
。

　

夕
ご
は
ん
を
食
べ
て
い
る
と
、
電
話

が
な
り
ま
し
た
。

「
あ
み
ち
ゃ
ん
、
明
日
い
も
ほ
り
に
こ

な
い
？
」

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
で
し
た
。

「
ね
ぇ
、
お
母
さ
ん
。
行
っ
て
も
い

い
？
」

「
あ
あ
、
い
い
よ
」

と
、
オ
ッ
ケ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
の
日
の
朝
、
わ
た
し
は
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
家
に
行
き
ま
し
た
。

　

い
と
こ
の
ま
り
ち
ゃ
ん
も
弟
の
け
ん

ち
ゃ
ん
と
き
て
い
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
わ
た
し
の
顔
を

見
る
と

「
さ
あ
、
で
か
け
よ
う
か
ね
」

と
、
わ
た
し
た
ち
を
車
に
の
せ
ま
し
た
。

「
出
発
進
行
」

と
、
け
ん
ち
ゃ
ん
が
、
い
い
ま
し
た
。

　

畑
に
つ
く
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

車
か
ら
道
具
を
取
り
出
し
、
い
も
の
つ

る
を
切
り
だ
し
ま
し
た
。

　

け
ん
ち
ゃ
ん
は
、
つ
る
か
ら
飛
び
出

す
バ
ッ
タ
を
、
お
い
か
け
ま
す
。
わ
た

し
と
ま
り
ち
ゃ
ん
は
、
い
も
の
つ
る
を

ひ
っ
ぱ
り
ま
す
。
つ
る
を
取
る
と
地
面

が
で
て
き
ま
す
。
地
面
は
で
こ
ぼ
こ
し

て
い
て
さ
つ
ま
い
も
が
で
き
て
い
る
の

か
と
、
心
配
な
ほ
ど
で
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、

「
今
年
の
い
も
は
あ
ま
み
の
多
い
い
も

に
な
っ
て
い
る
よ
。
さ
あ
、
つ
る
の
切

れ
た
と
こ
か
ら
、
ほ
っ
て
ご
ら
ん
」

　

そ
う
い
っ
て
、
ス
コ
ッ
プ
や
草
取
り

用
の
小
さ
な
く
わ
を
出
し
て
く
れ
ま
し

た
。
わ
た
し
と
ま
り
ち
ゃ
ん
は
、
地
面

の
も
り
あ
が
っ
た
所
を
ね
ら
っ
て
ほ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
で
も
、
な
か
な
か
で

て
き
ま
せ
ん
。

　

さ
つ
ま
い
も
は
、
土
の
中
に
根
を

は
っ
て
そ
こ
に
い
も
が
で
き
る
と
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
い
い
ま
す
。

「
ど
れ
、
少
し
お
こ
し
て
あ
げ
よ
う
」

く
わ
で
、
ほ
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
わ
ー
っ
。
お
い
も
が
で
て
き
た
よ
」

ま
り
ち
ゃ
ん
が
、
大
き
な
声
を
だ
す
と
、

け
ん
ち
ゃ
ん
が
と
ん
で
き
て
、

「
お
ね
え
ち
ゃ
ん
。
や
っ
た
ー
」

と
、
歓
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

ス
コ
ッ
プ
で
ほ
り
ま
し
た
。
い
も
の
頭

が
少
し
で
て
き
ま
し
た
。
で
も
、
ま
り

ち
ゃ
ん
の
よ
う
に
全
部
で
て
こ
な
い
の

で
す
。
ま
り
ち
ゃ
ん
は
、
ま
た
ほ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
小
さ
な
く
わ
に
か
え
て

ほ
り
ま
し
た
。
大
き
い
い
も
の
よ
う
で

す
が
、
な
か
な
か
で
て
き
ま
せ
ん
。

「
大
き
な
お
い
も
、
で
て
こ
ー
い
」

　

け
ん
ち
ゃ
ん
が
、
手
伝
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
り
ち
ゃ
ん
も
手
伝
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
三
人
で
ほ
っ
て
や
っ
と
で
て

き
ま
し
た
。
そ
の
大
き
な
こ
と
と
い
っ

た
ら
、
ま
り
ち
ゃ
ん
の
ほ
っ
た
三
こ
か

四
こ
分
も
あ
り
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

「
こ
れ
は
、
大
き
い
こ
と
。
文
化
ま
つ

り
に
、
だ
し
た
ら
優
勝
す
る
よ
」

と
、
笑
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
遊
ん
で
い
た
け
ん
ち
ゃ
ん
も

遊
び
を
や
め
て
ほ
り
は
じ
め
ま
し
た
。

　

わ
た
し
も
ま
け
ま
い
と
、
ほ
り
ま
し

た
。
ま
り
ち
ゃ
ん
も
ほ
っ
て
い
ま
す
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
畑
の
す
み
で
火

を
、
お
こ
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
い
も

を
洗
っ
て
、
ぎ
ん
が
み
に
つ
つ
み
火
の

中
に
い
れ
て
い
き
ま
し
た
。　　
　

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
や
き
い
も
つ
く
っ

て
い
る
の
？
」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
よ
。
や
け
る
ま
で
も

う
少
し
が
ん
ば
っ
て
お
く
れ
」

　

そ
れ
を
聞
い
て
わ
た
し
と
ま
り
ち
ゃ

ん
は
、
う
れ
し
く
な
っ
て
、
せ
っ
せ
と

ほ
り
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
す
る
と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
よ
び
ま
し
た
。

「
さ
あ
さ
、
み
ん
な
お
し
ま
い
に
し
よ

う
よ
。
手
を
あ
ら
っ
て
お
い
で
」

　

け
ん
ち
ゃ
ん
が
、
一
番
に
手
を
あ
ら

い
に
行
き
ま
し
た
。
わ
た
し
も
ま
り

ち
ゃ
ん
も
、
お
し
ま
い
に
し
ま
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
ご
ざ
を
し
い
て
、

ば
し
ょ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

「
さ
あ
、
や
き
い
も
で
き
た
よ
。
み
ん

な
で
た
べ
よ
う
よ
」

　

み
ん
な
丸
く
輪
に
な
っ
て
す
わ
り
、

や
き
い
も
を
真
ん
中
に
お
き
ま
し
た
。

　

ぎ
ん
が
み
が
、
黒
く
こ
げ
て
い
い
に

お
い
が
し
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、

ぎ
ん
が
み
を
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ふ
ー
ふ
ー
い
い
な
が
ら
、
や
き
い
も

を
た
べ
ま
す
。
そ
の
あ
ま
い
こ
と
、や
っ

ぱ
り
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
い
っ
た
と
お

り
で
し
た
。
地
面
て
す
ご
い
な
ぁ
。
こ

ん
な
に
甘
い
お
い
も
を
作
っ
て
く
れ
る

ん
だ
・
・
・
。
わ
た
し
は
、
地
面
に
は

ふ
し
ぎ
な
力
が
あ
る
ん
だ
な
ぁ
。
と
思

い
ま
し
た
。

し
ろ
や
ま
会
員　

か
た
や
ま
の
ぶ
こ
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お知らせ  
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�□
勤
務
場
所　

中
央
公
民
館

□
勤
務
内
容　

公
民
館
受
付
、
管
理
、
講

座
補
助
、
証
明
書
発
行
事
務
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
時
間　

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
で

月
に
十
三
日
程
度

　
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
）午
後
五
時
十
五
分

〜
午
後
九
時
四
十
五
分

　
（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
）
午
前
八
時

〜
午
後
五
時
十
五
分
と
午
後
五
時
〜
午

後
九
時
四
十
五
分

□
勤
務
期
間　

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日

〜
三
月
三
十
一
日
（
勤
務
成
績
な
ど
で

更
新
有
り
）

□
賃　

金　

平
日
は
時
間
給
七
百
七
十
円
、

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
時
間
給
八

百
五
十
円

□
交
通
費　

月
額
二
千
円
（
月
十
日
以
上

勤
務
で
自
宅
か
ら
勤
務
地
ま
で
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
）

□
応
募
資
格　

年
齢
六
十
四
歳
（
平
成
二

十
五
年
一
月
一
日
現
在
）
ま
で
の
簡
単

な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
（
六
十

五
歳
定
年
）

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

十
一
月
十
三
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）

�
　

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
三
種
混
合
と
不

活
化
ポ
リ
オ
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
）
の
接
種

が
、
十
一
月
一
日
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
は
、
生
後

三
ヵ
月
〜
七
歳
六
ヵ
月
未
満
で
、
三
種
混

合
と
不
活
化
ポ
リ
オ
の
両
方
を
ま
だ
一
回

も
接
種
し
て
い
な
い
子
ど
も
で
す
。
接
種

回
数
・
間
隔
は
、
三
種
混
合
と
同
様
で
す
。

　

接
種
の
準
備
が
整
い
次
第
、
対
象
者
に

は
個
別
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
オ

ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）　

�（
４
８
）１

１
１
１
（
内
３
１
１
・
３
１
２
）

� �
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

	




�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�
�

�

�

�

	




　

母
子
家
庭
の
母
な
ど
が
就
職
に
結
び
つ

く
可
能
性
の
高
い
技
能
・
資
格
を
習
得
し
、

自
立
を
促
進
す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

□
対
象
者　

愛
知
県
内
に
住
ん
で
い
る
母

子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
方

□
講
習
内
容
・
日
程
・
会
場

□
申
込
方
法　

受
講
申
込
書
を
役
場
子
育

て
支
援
課
に
提
出

□
申
込
期
間　

十
一
月
一
日（
木
）〜
二
十

二
日（
木
）

□
受
講
料　

原
則
無
料
（
教
材
費
・
交
通

費
は
自
己
負
担
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
６
）

　

愛
知
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
１
５
）８
８
６
２

�
　

町
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
の
量
が
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

ご
み
が
増
え
る
と
、
よ
り
多
く
の
処
理
費

用
（
税
金
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
処
理

費
用
を
抑
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
た
め
、

各
家
庭
で
減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

減
量
と
と
も
に
、
分
別
に
も
ご
協
力
く

だ
さ
い
。
衣
類
な
ど
資
源
ご
み
に
な
る
も

の
や
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
、
可
燃
ご
み
の

中
に
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
適
正
な

ご
み
の
出
し
方
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

自
営
業
の
方
が
、
町
指
定
ご
み
袋
を
使

い
事
業
の
ご
み
を
捨
て
る
の
は
、
違
法
行

為
で
す
。
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
見

つ
け
次
第
、
随
時
個
別
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
事
業
ご
み
の
処
理
は
、
事
業
系
一
般

廃
棄
物
処
理
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
環
境
課
環
境
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
０
）

�□
日　

時　

十
一
月
十
八
日（
日
）午
前
十

時
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

ア
イ
プ
ラ
ザ
半
田
（
半
田
市

東
洋
町
）

□
内　

容

　
【
午
前
の
部
】弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
【
午
後
の
部
】
澤
口
俊
之
氏
に
よ

る
講
演
、
法
律
ト
ー
ク
バ
ラ
エ
テ
ィ

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
弁
護
士
会
半

田
支
部　

�（
２
６
）１
６
１
１

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�
�

�

�

�

�

	




　

十
月
一
日
に
開
催
し
た
臨
時
教
育
委

員
会
で
、
新
し
い
教
育
委
員
長
に
竹
内

弘
行
さ
ん
（
英
比
学
区
選
出
）、
委
員

長
職
務
代
理
者
に
竹
内
正
順
さ
ん
（
草

木
学
区
選
出
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
十
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
五
年

九
月
三
十
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

教
育
委
員
長
に

　

竹
内
弘
行
さ
ん

竹内弘行さん

会　　場日　　程講習内容

名古屋情報メディ
ア専門学校栄サテ
ライト教室

平成２５年１月９日（水）～３
月７日（木）のうち１８日間

パソコン
講習初級

名古屋経営会計専
門学校５号館

平成２５年１月１６日（水）～３
月１５日（金）のうち１８日間

経理事務

国際医療管理専門
学校名古屋校

平成２５年１月１０日（木）～３
月１３日（水）のうち１８日間

医療事務

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

〜
〜
〜
〜
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Information

�
　

図
書
館
で
除
籍
し
た
本
や
雑
誌
を
皆
さ

ん
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
一
人
十
冊
ま

で
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

□
日　

時　

十
一
月
十
日（
土
）・
十
一
日

（
日
）　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

※　

当
日
は
、
午
前
九
時
五
十
分
か
ら
会

場
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

□
場　

所　

町
立
図
書
館

※　

十
一
月
十
三
日（
火
）か
ら
十
八
日

（
日
）ま
で
の
間
は
、
本
が
な
く
な
る
ま

で
配
布
を
続
け
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
立
図
書
館

　

�（
４
８
）６
２
３
１

�
　

成
年
後
見
制
度
の
普
及
、
啓
発
を
目
的

に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
分
か
り

や
す
い
事
例
を
使
っ
た
サ
ー
ビ
ス
担
当
者

の
模
擬
会
議
な
ど
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�

□
日　

時　

十
一
月
二
十
四
日（
土
）午
後

一
時
半
〜
午
後
四
時
（
開
場
は
午
後
一

時
）

□
場　

所　

武
豊
町
民
会
館
ゆ
め
た
ろ
う

プ
ラ
ザ
（
武
豊
町
字
大
門
田　

）
１１

□
定　

員　

二
百
人
（
申
し
込
み
不
要
）

□
入
場
料　

無
料

□
内　

容　

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
の
模
擬
会

議
、
知
多
地
域
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の

紹
介
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
地
域
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
半
田
後
見
事
務
所

　

�（
２
１
）０
８
１
１

�
　

名
古
屋
法
務
局
と
愛
知
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
を
取
り
扱
う
相

談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
十
二
日
〜
十
八
日
の
一
週
間
は
、

強
化
週
間
と
し
て
相
談
時
間
を
延
長
し
て

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
日
時
・
電
話
番
号

　

▽
十
一
月
十
二
日（
月
）〜
十
六
日（
金
）

午
前
八
時
半
〜
午
後
七
時

　

▽
十
一
月
十
七
日（
土
）・
十
八
日（
日
）

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

　

�
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
人
権

擁
護
部　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１

１
（
内
１
４
５
０
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

◎
児
童
虐
待
と
は
？

　

児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
解
決
す
べ

き
問
題
で
す
。
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
は
、
役

場
子
育
て
支
援
課
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ

い
。
早
期
の
情
報
提
供
、
発
見
が
社
会
の

宝
で
あ
る
子
ど
も
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

※　

連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で

す
。
連
絡
者
や
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
　

愛
知
県
知
多
児
童
・
障
害
者
相
談
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
児
童
の
保
護
や

家
庭
へ
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

◎
家
庭
児
童
相
談
室

　

出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
に
は
、

相
談
を
す
る
窓
口
が
町
に
あ
り
ま
す
。
家

庭
児
童
相
談
員
が
親
子
間
の
問
題
や
家
庭

で
の
養
育
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
学
校
教
育
相

談
員
と
も
連
携
し
て
保
護
者
と
子
ど
も
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

○
連
絡
先　

�（
４
８
）２
２
２
１（
直
通
）

〈
ス
ポ
ー
ツ
村
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
内
〉

□
問
い
合
わ
せ
先

　

子
育
て
支
援
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
３
０
１
）

　

愛
知
県
知
多
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー　

�（
２
２
）３
９
３
９

十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一
月月月月月月月月月月
はははははははははは
児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童
虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐
待待待待待待待待待待

十
一
月
は
児
童
虐
待
防防防防防防防防防防
止止止止止止止止止止
月月月月月月月月月月
間間間間間間間間間間
でででででででででで
すすすすすすすすすす

防
止
月
間
で
す

『
気
づ
く
の
は　

あ
な
た
と
地
域
の　

心
の
目
』
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お知らせ  
InformationInformation

�
　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
一
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
十
一
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
控
除

証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番

号
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
成
二
十

五
年
三
月
十
五
日
ま
で
）

　

�
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

※　

通
話
料
金
は
、
一
般
の
固
定
電
話
の

場
合
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

※　

I
P
電
話
な
ど
の
方
は
、
�
０
３

（
６
７
０
０
）１
１
３
０
に
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。
通
話
料
金
は
、
全
額
利
用
者

負
担
と
な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
年
金
事
務
所

　

�（
２
１
）２
３
２
２

� �
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

年
末
調
整
な
ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

事
務
手
続
き
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

「
年
末
調
整
の
し
か
た
」「
給
与
所
得
の

源
泉
徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成
と
提

出
の
手
引
き
」
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

□
日　

時　

十
一
月
二
十
二
日（
木
）午
後

二
時
〜
午
後
四
時

□
会　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）

※　

会
場
は
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　

当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、別
の
日
時
・

会
場
で
開
催
の
説
明
会
に
出
席
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
先
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
税
務
署

　

�（
２
１
）３
１
４
１

�
　

記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
制
度
は
、
こ

れ
ま
で
個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々

年
分
あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が

三
百
万
円
を
超
え
る
方
が
対
象
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
一
月
か
ら
は
、
所
得
の

合
計
額
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
所
得

が
生
ず
る
業
務
を
行
う
全
て
の
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
こ
の
記
帳
と
帳
簿
書
類
の

保
存
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
所
得
税
の

申
告
が
必
要
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.nta.go.jp

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
	


�

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
税
務
署

　

�（
２
１
）３
１
４
１

�
　

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分
の
納
期
限
は
、

十
一
月
三
十
日（
金
）で
す
。
十
一
月
中
旬

に
県
か
ら
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
銀
行
、
農
協
、
漁
協
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
代
理
店
の
郵
便
局

を
含
み
ま
す
。）
な
ど
の
金
融
機
関
、コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付
書
の
納
付
金

額
が
三
十
万
円
以
下
の
も
の
に
限
り
ま

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

	

す
。）
ま
た
は
県
税
事
務
所
で
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

P
ay

‐ easy

（
ペ
イ
ジ
ー
）
に
対
応
し

て
い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
ま

た
は
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し
て
納
付
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、領
収
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。）

　

納
税
に
は
便
利
で
安
全
な
口
座
振
替
の

制
度
も
あ
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
知
多
県
税
事
務
所
課
税
第
一
課

県
民
税
・
事
業
税
グ
ル
ー
プ

　

�（
８
９
）８
１
７
４

　県立高等技術専門校では、実践的な技能者に向け、職業に必要な技術や知識を学びます。
□訓練科、募集定員など

□募集期間
　【建築総合科・モノづくり総合科】　平成２５年１月４日（金）～２月５日（火）
　【木造建築科】　１１月１２日（月）～平成２５年１月１０日（木）
□選考日
　【建築総合科・モノづくり総合科】　平成２５年２月１５日（金）
　【木造建築科】　平成２５年１月２１日（月）
□応募資格
　【建築総合科・モノづくり総合科】
　　高等学校卒業程度の学力を有する３０歳以下の方が対象（平成２５年３月卒業見込みを含む。）
　【木造建築科】
　　中学校卒業程度の学力を有する３０歳以下の方が対象（平成２５年３月卒業見込みを含む。）
□選考方法　入校を希望する高等技術専門校で、筆記試験および面接を実施
□入校日　平成２５年４月９日（火）
□申込方法　入校願書を、入校希望の高等技術専門校へ直接提出するか、半田公共職業安定所

を経由して提出してください。
□入校検定料、入校料および授業料（金額は一部変更されることがあります。）
　【入校検定料】４,４００円　【入校料】５,６５０円　【授業料】年額６０,０００円
□問い合わせ先　愛知県就業促進課産業人材育成室公共訓練グループ　�０５２（９５４）６３６４

募集定員訓練期間訓練科高等技術専門校

３０人２年建築総合科（総合コース）名古屋高等技術専門校
　〒４６２-００２３
名古屋市北区安井２－４－４８
　�０５２（９１７）６７１１

３０人１年モノづくり総合科（電気電子制御コース）

３０人１年モノづくり総合科（機械加工コース）

２０人２年モノづくり総合科（マルチスキルコース）

岡崎高等技術専門校
　〒４４４-０８０２
   岡崎市美合町字平端２４
　�０５６４（５１）０７７５

２０人２年木造建築科

東三河高等技術専門校
　〒４４１-１２３１
   豊川市一宮町上新切３３－４
　�０５３３（９３）２０１８

愛知県立高等技術専門校の平成２５年度普通課程訓練生を募集
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�
　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
進

学
・
就
職
）
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
将
来
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
目
指

し
ま
す
。

□
日　

時

　

▽
十
一
月
八
日（
木
）

　
　

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
半

　

▽
十
一
月
十
五
日（
木
）

　
　

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
半

　

▽
十
一
月
二
十
五
日（
日
）

　
　

午
前
十
時
〜
正
午

　

▽
十
二
月
五
日（
水
）

　
　

午
後
六
時
〜
午
後
七
時
半

　

▽
十
二
月
十
六
日（
日
）

　
　

午
前
十
時
〜
正
午

□
場　

所　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

半
田
地
域
事
務
所
（
半
田
市
南
末
広
町

６
‐
２　

半
田
ビ
ル
二
階
）

□
受
験
資
格　

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日

現
在
で
十
七
歳
未
満
の
中
学
校
卒
業
男

子
（
見
込
み
含
む
。）　

□
学
生
手
当（
給
与
）　

九
万
四
千
九
百
円

（
平
成
二
十
四
年
四
月
現
在
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協

力
本
部
半
田
地
域
事
務
所

　

�（
２
１
）０
０
０
４

�上
級
救
命
講
習

　

上
級
救
命
講
習
と
は
、
従
来
の
救
命
講

習
に
加
え
傷
病
者
管
理
や
副
子
固
定
、
熱

�

�

�
�

�

�
�
	




�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
	



傷
の
手
当
て
、
搬
送
法
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

　

十
二
月
二
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
六

時
・
半
田
消
防
署
・
定
員
三
十
人
（
先

着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

普
通
救
命
講
習

　

胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、
人
工

呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
い
方
な
ど
を
習
得
す
る
講
習
を
行
い

ま
す
。

　

心
肺
蘇
生
法
の
内
容
が
昨
年
と
一
部
変

わ
り
ま
し
た
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

　

十
二
月
十
七
日（
月
）午
前
九
時
〜
正

午
・
半
田
消
防
署
北
部
出
張
所
・
定
員

二
十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
北

部
出
張
所　

�（
２
８
）５
１
１
９

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/
̃chitachu/

�□
日　

時　

十
一
月
十
七
日（
土
）

　

午
前
十
時
半
〜
午
前
十
一
時
五
十
分

　
（
受
け
付
け
開
始
は
午
前
十
時
）

□
場　

所　

日
本
福
祉
大
学
美
浜
キ
ャ
ン

パ
ス
（
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共

交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

□
講　

師　

稲
川
利
光
さ
ん
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
関
東
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

科
部
長
）

□
演　

題　
「
そ
の
人
ら
し
さ
を
支
え
る

―
リ
ハ
ビ
リ
の
心
と
力
―
」

□
申
し
込
み
方
法　

参
加
者
氏
名
、
連
絡

先
を
明
記
の
上
、
十
一
月
十
二
日
（
月
）

ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
抽
選

に
漏
れ
た
場
合
の
み
連
絡
し
ま
す
。
受

講
票
は
送
付
し
ま
せ
ん
。）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
福
祉
大
学
後
援
会
事
務
局

　

�
０
５
２（
２
４
２
）３
０
４
５

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
２（
２
４
２
）３
０
４
６

　

Ｈ
Ｐ　

http://www.netnfu.ne.jp/kouen/

�阿
久
比
町
商
工
会　

様

　

阿
久
比
町
に
現
金
九
万
一
千
円
を
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


阿

久

比

町

短

歌

の

会 

�
�
�
�
�
�
�
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�（４８）１１１１）編集／総務部政策協働課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ９，４５８　　（＋１５）

人　口　２６，８６０人（＋２６）

　男　　１３，２６２人（＋６）

　女　　１３，５９８人（＋２０）

（　　）は前月との増減数

９月中の異動

　出生　２１　　転入　  ７１

　死亡　１２　　転出　　５４

平成２４年１０月１日現在

人 口 と 世 帯

□日　時　１１月１７日（土）、１８日（日）　午前９時３０分～午後３時
□会　場　役場駐車場

　会場テント村では、うどん、団子、まぜごはん、五平餅、コーヒーなど軽食コーナーや、直売コーナー、
町内の商工業、農業、各種団体が出展し、展示即売・ゲームなど楽しい企画がいっぱいです。お楽しみ抽選
会も来てください。（天候など諸条件により内容が変更される場合があります。ご了承ください。)
□問い合わせ先　産業観光課　�（４８）１１１１（内２３４）

・よさこい踊り（あぐい騰）
　午前９時３５分～
・演武（少林寺拳法阿久比支部）
　午前１０時～
・ベリーダンス
　午前１０時３０分～、午後０時３０分～
・大道芸（オマールえび）
　午前１１時～、午後１時～
・ダンス（チアキッズGOGO）
　午前１１時３０分～
・バイクトライアルショー
　正午～、午後２時～
・食育エプロンシアター
　午後１時３０分～
・消防コーナー（はしご消防車試乗など）
　午前９時３０分～午後３時

・演武（闘真会館阿久比支部 )
　午前１０時～
・大道芸（バルーンパフォーマー哲）
　午前１０時３０分～、
　午後０時３０分～
・仮面ライダーオーズと遊ぼう！
　午前１１時～、
　午後１時～
・太鼓演奏（和太鼓かつみ）
　正午～
・太鼓演奏（歩童）
　午後１時３０分～
・農産物品評会表彰式
　午後２時～

同時開催　◇第３４回消費生活展（会場は中央公民館南館ホール）

☆１７日の耳より情報
・“知多半島 ･花半島ＰＲ活動”鉢花プレゼント
（ATM隣 JAテント、先着３００人）　午前１０時～

・果樹組合みかんのつかみ取りサービス
　（ＡＴＭ隣ＪＡテント、小学生以下）　正午～
【なくなり次第終了】

・緑化木無料配布
　（特設ステージ、先着２００人）　午後２時３０分～
・あいち知多牛大特価販売（酪農組合テント前）

☆１８日の耳より情報
・“知多半島 ･花半島ＰＲ活動”鉢花プレゼント
（ATM隣 JAテント、先着３００人）　午前１０時～

・牛乳２００ml 紙パックプレゼント
　（ATM隣 JAテント、先着４００人）　午前１１時～
・果樹組合みかんのつかみ取りサービス
　（ＡＴＭ隣ＪＡテント、小学生以下）　正午～
【なくなり次第終了】

・花束プレゼント
　（特設ステージ、先着２００人）午後２時３０分～

１７日（土）のイベント情報 １８日（日）のイベント情報


